
8※蒲生君平勅旌碑・・・明治天皇の「君平のひととなりはまことに立派であるから、これを広く天下に表して庶民に知らせるように」
との勅命により、藩知事戸田忠友が、現在の花房3丁目に建てたもの。

角田 充由
（自民党）

福田 久美子
（共産党）

櫻井 啓一
（自民党）

ここがききたい!　一般質問

被
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
住
民
の
的
確
な
避

難
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要

性
が
全
国
的
に
認
識
さ
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
県
か
ら
洪
水
浸
水

想
定
区
域
な
ど
に
つ
い
て
の

詳
細
な
デ
ー
タ
の
提
供
を
受

け
次
第
、
速
や
か
に
見
直
し

作
業
に
着
手
す
る
。

　

浸
水
区
域
や
浸
水
の
深

さ
、
家
屋
の
倒
壊
、
流
失
が

想
定
さ
れ
る
区
域
な
ど
の
情

報
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

伝
わ
り
、
的
確
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
見

や
す
い
配
色
に
す
る
な
ど
工

夫
し
な
が
ら
30
年
末
ま
で
に

は
公
表
で
き
る

よ
う
作
業
を

進
め
て
い
く
。

　
　

近
年
、
集
中
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
浸
水
被
害
や
土
砂

災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　

洪
水
に
よ
り
大
き
な
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
河
川

は
、
管
理
者
が
洪
水
浸
水
想

定
区
域
を
指
定
、
公
表
す
る

必
要
が
あ
り
、
本
市
で
は
、

鬼
怒
川
、
田
川
、
姿
川
が

対
象
で
あ
る
。

　

鬼
怒
川
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
は
既
に
公
表
さ
れ
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
見
直
さ
れ

た
。
田
川
、
姿
川
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
が
新
た
に
公
表

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
速
や
か
に

見
直
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

田
川
、姿
川
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ　

早
急
に
見
直
し
を

問
　
　

集
中
豪
雨
な
ど
に
伴
い
、

河
川
の
は
ん
濫
な
ど
に
よ
る

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
交
通
未
来

都
市
う
つ
の
み
や
な
ど
）②
高
齢
者

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り（
地
域
療

養
支
援
体
制
、低
所
得
高
齢
者
の

住
ま
い
の
確
保
と
生
活
支
援
）③
障

が
い
者
支
援（
障
が
い
者
支
援
施
設

等
の
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
）④
う
つ
の
み
や
花
火
大
会
⑤
地

域
教
育

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り

と
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
の
住

宅
開
発
の
あ
り
方
な
ど
）②
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る
課
題

③
が
ん
対
策
④
新
生
児
聴
覚
検
査

⑤
子
育
て
支
援
の
拡
充(
学
校
給

食
、病
児
保
育
）⑥
L
R
T
事
業

ニ
エ
プ
ラ
ザ
は
、
展
示
を
主

な
用
途
と
す
る
施
設
で
あ

り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

は
、
展
示
な
ど
の
開
催
も
可

能
で
は
あ
る
が
、
会
議
を
主

な
用
途
と
す
る
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
機
能
が
異
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

②
地
区
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
駅
利
用
者
や
来
街
者
な

ど
の
憩
い
や
潤
い
の
あ
る
空

間
を
創
出
す
る
た
め
、
緑
化

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
災
害
時
に
お
け
る
帰
宅

困
難
者
の
一
時
滞
留
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
、
ゆ
と
り
あ
る
交
流
広
場

を
確
保
す
る
な
ど
、
新
た
な

拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
環

境
の
形
成
に

努
め
て
い
く
。

　
　

貴
重
な
市
民
の
財
産
で

あ
る
、
J
R
宇
都
宮
駅
東
口

の
用
地
開
発
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
2
千
人
規
模
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
建
設
す
る

計
画
が
あ
る
が
、
全
国
的
に

供
給
過
剰
と
の
指
摘
が
あ

る
。
ま
た
、
宇
都
宮
駅
近
く

に
は
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
が
あ

り
、
新
た
な
施
設
は
必
要
な

い
の
で
は
。

　

②
東
の
玄
関
口
と
し
て
、

防
災
機
能
を
備
え
た
、
豊
か

な
緑
が
あ
ふ
れ
る
公
園
「
う

つ
の
み
や
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
」
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

J
R
宇
都
宮
駅
東
口

に
緑
あ
ふ
れ
る
防
災

公
園
の
建
設
を

問
　
　

①
こ
れ
ま
で
の
市
場
調

査
で
は
、
2
千
人
規
模
の
学

会
や
会
議
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
催
事
需
要
が
多
数
見

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ロ

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
公
共
交
通
の
充
実（
公
共
交
通

の
広
域
連
携
な
ど
）②
地
域
農
業
の

担
い
手
の
確
保
と
育
成
③
観
光
行

政（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
）④
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
に
伴
う
周
辺
地
域
の
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
⑤
教
育
行
政

（
道
徳
の
教
科
化
な
ど
）⑥
北
西
部

地
域
の
活
性
化

周
知
す
べ
き
で
あ
る
。
蒲
生

君
平
は
、
学
問
や
思
想
、
時

作
を
残
し
た
学
者
・
思
想
家

で
あ
る
こ
と
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
業
績
や
参
考
文
献
を
紹

介
す
る
な
ど
し
、
人
物
像
と

業
績
に
つ
い
て
周
知
に
努
め

て
い
る
。

　

30
年
は
明
治
元
年
か
ら
150

年
の
記
念
の
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
の
歩
み
を
紹
介
す

る
企
画
展
の
中
で
蒲
生
君
平

を
取
り
上
げ
る
ほ
か
、
ゆ
か

り
の
地
を
ま
わ
る
文
化
財
め

ぐ
り
の
実
施
、
研
究
者
に
よ

る
講
演
会
の
開
催
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
学
校
図
書

館
で
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
小
・
中
学

生
に
も
紹
介

し
て
い
く
。

　
　

先
人
の
業
績
を
学
ぶ
こ

と
は
、
市
の
歴
史
や
文
化
を

正
し
く
理
解
す
る
上
で
大
変

重
要
で
あ
り
、
広
く
市
民
に

答

▲JR宇都宮駅東口地区の様子

▲鬼怒川のハザードマップ

▲蒲生君平勅旌碑

　
　

江
戸
時
代
後
期
の
儒
学

者
で
あ
る
蒲
生
君
平
は
泉
町

の
延
命
院
で
学
問
を
学
び
、

後
世
に
賞
さ
れ
る
功
績
を
残

し
た
。
現
在
で
は
、
蒲
生
君

平
が
江
戸
や
京
都
な
ど
に
行

く
際
に
通
っ
た
と
さ
れ
る
不

動
前
通
り
を
、
蒲
生
君
平
花

街
道
と
名
付
け
、
ご
み
拾
い

と
花
植
え
の
活
動
を
す
る
方

や
蒲
生
君
平
勅
旌
碑
の
見
学

に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
。

　

30
年
は
蒲
生
君
平
の
生
誕

250
年
で
あ
る
。
学
問
の
神
様

と
言
わ
れ
た
市
の
偉
人
を
顕

彰
す
る
た
め
、
学
校
教
育
や

生
涯
教
育
、
市
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
を
し
て
は
ど
う
か
。

蒲
生
君
平
生
誕
250
年

節
目
イ
ベ
ン
ト
実
施
を

が
も
う
く
ん
ぺ
い

問

事
問
題
に
つ
い
て
幅
広
い
著

※

ち
ょ
く
せ
い
ひ


